
ひめじ創生の主な取組について 資料１

重要業績評価指標の状況（H26→最新）
有効求人倍率
1.29 → 1.22（R2年度)

総入込客数

914万人 → 324万人（R2年度)

合計特殊出生率（登録人口ベース）
1.55 → 1.49（R1年)

出生数（住基ベース）
4,724人 → 3,924人（R3年)

本市全体の社会増減
△512人 → △1,256人（R3年)

東京圏・大阪府への転出超過数
△560人 → △899人（R2年)
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若者（特に女性）
の転出が課題

年齢別転出超過の状況（R2.10→R3.9）

ひめじ創生に向けた事業展開の考え方
ひめじ創生戦略は、令和３年度より新たな総合計画に統合した。東京を中心とする大都市圏への転出超過数は高

い水準維持しており、課題としては、若者に地域の魅力が十分伝わっていない。
対策として、若者の移住・定住の促進、創業支援の推進などにより、若い世代を中心に人口の社会増を図る取組を
進めていく。 併せて、若い女性の転出超過が顕著であるため、結婚、子育て世代が将来にわたる展望を描ける環境
づくりが重要であると考え、結婚及び妊娠、出産期の支援、幼児期・保育の支援などの少子化対策・子ども支援を推
進し、出生率の向上につなげていく。
また、SDGs推進の目的は「地方創生の実現」である。姫路市が市民や経済界とともにSDGsに取り組むことで、持続
可能な社会として、地域経済を活性化し、人口減少社会にも対応できる地方創生の実現を目指す。
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★「稼ぐ力」が向上するしごとづくり ★「地域価値」を高める担い手づくり

★社会情勢の変化に対応し「地域価値」を生み出すまちづくり

しごと ひ と

ま ち
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姫路市ＳＤＧｓ未来都市
～世界をつなぐSDGs推進都市ひめじの夢～

【2030年のあるべき姿】

姫路市はSDGs未来都市を推進することによ

り、国際人材（グローカル人材）を育成します。

当市で郷土愛を育み、脱炭素型のライフス

タイルを身につけたSDGsマインドを持つ若

者が、姫路地域で活躍しつつ、海外と本国

をつなぐ「架け橋」となっている姿を目指す。

姫路市は令和3年5月にSDGs未来都市に選定されました。

※グローカルとはグローバルとローカルを合わせた
造語で、地域に住み世界で活躍することです
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ＳＤＧｓについて



●ライフステージに応じた

環境学習（ESD）の推進

●食品ロスを削減する

姫路市食品ロス

もったいない運動の推進

（課題）
経済界へのSDGsの浸透・
新たなビジネスの機会創出

経済

環境

社会

【高校生等をターゲットとしたＳＤＧｓに基づく
国際人材育成・定住促進事業】

①初等・中等教育段階における短期交流イベント
≪歴史・平和を学ぶ相互学習教育、交換留学生の受入等≫

②高校・大学・社会人における社会課題解決
≪高校生等による社会課題解決の検討≫

③SDGs推進に係る定期的なイベント
≪フードドライブ活動交流イベント・ひめじ創生SDGsアワード等≫

（課題）
SDGsに精通した国際
人材の育成

多様な人材の確保

経済界との事業協働

人材育成

食品関連産業の活性化
脱炭素型ライフ
スタイルへの転換

環境人材の育成経済界の政策協働

経済振興

観光振興

ﾘｻｲｸﾙ

●姫路城とヴァヴェル城の

姉妹城提携に基づく持続

可能能な観光客誘客事業

●ビジネス機会の研究・創出

●先端技術を活用した生産

性の向上

●SDGsを題材とした

高校生の国際交流事業

●高校生等がSDGsについて

意見交換し提言する

ひめじ創生SDGsカフェ

●世界遺産等文化の調査

研究

社会課題解決

（課題）
脱炭素社会の実現

環境学習

三側面をつなぐ統合的取組

【ステークホルダーとの連携】
学校や民間企業をはじめ、地域
の多様なステークホルダーと連
携し、総合的に地域課題解決に
取り組む。

平和教育

世界遺産姉妹城提携

姫路城 ヴァヴェル城

姫路市ＳＤＧｓ未来都市の概要
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姫路市SDGs

未来都市
に定めるKPI(1)

（2030年のゴール）

（経済）
市内総生産（名目）

2兆4,031億円（2017年度）
⇓

2兆8,837億円（2030年度）

（社会）
定住人口

53.6万人（2015年10月）
⇓

51.8万人（2030年10月）

（環境）
市域の温室効果ガス排出量の削減

10,887kt-CO₂（2013年度）
⇓

8,044kt-CO₂（2030年度）
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姫路市SDGs未来都市
に定めるKPI(２)（3年度間のゴール）

（環境）
１ 1人1日当たりの家庭系
ごみ排出量
現在（2019年度）508.7ｇ
→（2023年度）469.3ｇ

２ 一般廃棄物の資源化率
現在（2019年度）15.0％
→（2023年度）17.1％

３ 一般廃棄物の最終処分量
現在（2019年度）15,573ｔ
→（2023年度）13,246ｔ

４ 市域の温室効果ガス排出量
の削減
現在（2013年度）10,887kt-CO₂

→（2023年度）10,051kt-CO₂

（経済）
１ 製造品出荷額等の全国
シェア、県内シェア(3年平均)

全国シェア：
（2018～2020年） 0.74％

→（2021～2023年） 0.74％
県内シェア：
（2018～2020年）14.97％

→（2021～2023年）14.97％

２ 市内従業者数
現在（2018年）248,500人
→（2023年）246,712人

３ 農業産出額（推計）
現在（2018年）6,330百万円
→（2023年）6,940百万円

（社会）
１ 東京圏・大阪府への転出
超過数
現在（2019年）994人
→（2023年）694人

２ 国際交流イベントの参加
者数
現在（2019年）20,958人
→（2023年）21,000人

３ 文化拠点施設の入館者数
現在（2019年）1,338,401人
→（2023年）1,314,000人
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姫路市SDGs宣言
の創設及び周知（令和3年11月25日～）

「しごと」の取組事例
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スマート市民農園
×

農業版STEAM教育

「しごと」の取組事例

スマート市民農園の授業風景(姫路市立書写養護学校)

農業用ロボット
Farmbot Genesis
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アグリテック甲子園

「しごと」「ひと」の取組事例

アグリテック甲子園とは、アグリテックのアイデアやビジネスプランを競い、
農業分野のデジタル分野の育成を目的とした大会です。

※アグリテックとは、農業と技術を組
み合わせた造語で、農業領域でICT

技術を活用することです
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新婚新生活支援事業

経済的不安により結婚を踏みとどまることのないよう、
結婚に伴う新生活への準備資金（新居の家賃､引っ越し
費用等）の一部を助成

■補助対象
婚姻に伴う住宅取得費用、住宅賃借費用、
リフォーム費用、引越費用

■補助上限額
1世帯あたり30万円
※補助金の交付申請時点で夫婦共にマイナンバー
カードを所有している場合は35万円

「ひと」の取組事例



「ひと」の取組事例

ひめじ創生SDGsカフェ

SDGsについて語り合う場の提供

ひめじ創生SDGsアワード

高校生等が行うSDGsの取組を表彰
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国際理解講演会の実施

（ポーランドと日本
～異文化協力）

「ひと」の取組事例



13

食品ロス削減の取組

「姫路市食品ロス
もったいない運動」

「まち」の取組事例



ボトルtoボトルリサイクル事業
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「まち」の取組事例



水素エネルギーの利用拡大
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「まち」の取組事例

市内初の水素ステーション完成！

R3.４月操業

R3.４月運行開始

西日本初！燃料電池バスの導入

啓発・周知

公用車に燃料電池自動車を導入

脱炭素セミナーの開催
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空き家対策
(農地の取得面積の緩和)

空き家バンクに登録された空き家と
セットで農地を取得する場合、下限

面積の要件を

3000㎡から100㎡に
引き下げました。

「まち」の取組事例
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職員研修会

自治体におけるSDGsの
取組方法などを説明

グループワーク

各課の事業がSDGsの推進
にどうつながるか意見交換

その他（市職員への取組）



18

「SDGs×グリーン」グローカル人材育成事業

（地方創生推進交付金を申請中）

ライフスタイル・ビジネススタイルの変革を促す「グリーン」の
観点を取り入れ、若者が姫路地域で活躍する機会を提供
することにより、グローカル人材を育成していきます。

令和4年度の取組について


